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想
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資

債
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一
理
論

伊
球
の
百
姓
一
挟

時

間

拾

醐

再
び
我
闘
の
人
ロ
問
題
に
就
て

坦

砿

常

旭

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
労
賃
論

妙
心
寺
の
寺
領
ご
領
民
の
責
措

雄

枇

錦

略

目
計
一
計
一
の
恐
慌
ご
比
一
般
的
静
位
性
…
向
性
時
限
時

信
州
小
布
施
の
地
訓
制
度
話
円
程
弔
問
l

d
z
p
-
r一世田
t
g
F
g
に
日
批
ち
て
訟
校
法
弔
博
士

英
吉
利
海
誕
の
統
計
的
研
究
数
民
組
車
問
1

努
農
露
凶
の
換
算

-

-

E
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シ
L

ム
ベ
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タ
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シ
ー
モ
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部
二
十
一
戸
一
省

合
同
町
五
椀

一
三
凶
)

凡一一一一
h

歪
b
L
は
、
設
立
す
べ
き
こ
ど
な
品
、
仰
も
の
自
『
叫
命

日
告
白
日
現

E
3
F
S
E
P
E
M民
n
p
s
r
q
R
R
a

一民

o
p
z
p
o
印
氏
自

n
o
o門
口
。
目
。
四
日
芸
可
、

G
H
U

及

印
弓
〉
耳
目
E
同
居
。
4
ω
r
o一
日
旬
、
叶
-
再
開
戸
内
日
g
z
o町
〈
日
E-

m
E目的民
F

Z

O

J〈

O
F
H
U
N
U

は
そ
の
泊
例
な
ム
リ
、
就
中

山
偶
者
は
人
日
動
態
統
計
否
一
一
般
に
人
H
統
計
り
、
質
問
川

に
胸
志
、
を
主
服
、
己
[
て
・
該
病
的
文
系
統
的
に
取
扱

へ
る
著
書
、
多

t
ご
せ
ゴ
』
る
英
闘
統
計
血
中
川
咋
に
枕

F
、

H
ぜ
見
守
文

』

4
4
き
-
好
著
な
る
を
以
て
、
詩
人
は
之
が
従
来

の
版
本
に
も
多
年
剃

L
み
来
れ
る
が
、
新
版
は
従
前
の

分
に
比
(
、
著
[
(
そ
の
一
日
数
を
増
せ
る
の
み
な
ら

争
、
(
加
山
ω
日
山
静
版
た
る
ニ
版
は
J
f訓
一
三
一
以
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
銅
版
は

七
〈
円

E
g
M昨
日
注
目
に
就
き
て
一
六
二
三
一
U
よ
り
成
主
稲
々
の
意
味
に
於

τ而
H
を
一
新
1

英
語

d
E
-
m
Z
E注
目
(
生
死
統
計
曹
の
品
H

通
用
例
に
一
(
制
服
に
あ
n
p

て
は
組
名
山
下
に
、
特
に
】
三
宮
川
田
自
ロ
ロ
問
自
由

05-

就
き

τは
、
夙
に
言
及
廿
る
こ
ご
め
h

声
合
統
計
九
旧
制
刊
自
己
]
U
Z
E
日
目

Emrpz-mZBと
附
三
せ
る
こ
と
を
純
誼
す
べ
し
)

版刷
O

H
、
岡
山
間
制
査
問
削
諮
問
問
二
一
白
骨
川
川
)
現
に
従
来
之
を
特
に
前
以
て
詰
志
せ
る
一
知
は
、
一
一
府
側
明
仁
資
何
百

人
口
助
法
統
計
論
特
に
死
己
統
計
論
の
意
味
に
、
使
用
一
れ
た
る
を
以

τ.
以
下
同
音
に
つ
き
陥
訟
を
試
み
、
人

す
る
こ
ど
通
例
な

h
L
が
(
見
出
O
E
J
〕

Z
E
E
-
o二
日
一
口
統
計
研
究
者

ω盛
考
仁
供
せ
ん
ご
欲
す
。

z
a苫
E
L
H
O
)
O

近
年
仁
歪
・
り
出
血
〈
人
口
統
計
論
著
者
(
一
λ
五
1
4
誕
生
)
は
一
八
八

O
年
倫
放
大
向
子
山
師
事

の
談
話
的
研
究
に
、
問
問
名
を
冠
せ
る
著
書
を
見
る
に
郁
を
卒
業
l
、
公
共
術
生
の
専
門
家
正
な
h
、
久

L
〈

aιみ足止

統

計

姶

穂

抄

(
問
)

』l
 
l
 
ltll 

的

t白



国
民
間
『
吉
田
及
。
宅
富
田
の
保
健
随
員
た
・
9
、
一
九

O

O
乃
至
一
年
に
は
保
俄
四
国
員
協
曾
の
曾
長
た

b
.
叉

任
命
戸

o
n
t
の
od町
内
叫
回
目

mwp
同国
O
山
一
丘
(
同
省
は
一
九
一
九
年

F
o

出
E
E
4
。『同
E
-
F
に
移
管
せ
ら
る
)
の
際
員
己
な

h
、
一
九

一
七
年
に
は

r
E問
広
に
叙
せ
ら
れ
た
り
。
同
著
書

ω

目
的
に
就
き
新
版
序
文
中
に
臼
〈
「
一
入
人
九
年
に
公

り
に
せ
る
本
書
第
一
版
は
、
特
に
保
似
勝
負
そ
の
他
公

共
衛
生
及
祉
曾
事
業
に
嘗
れ
る
者
に
し
て
・
統
計
々
放

を
取
扱
ふ

4
5
者
の
、
用
に
供
せ
ん
正
し
て
執
筆
せ
り
、

そ
の
患
の
有
益
な
h
，

L
諮
左
は
歴
然
た

b
、
爺
し
一
入

九
九
年
に
出
せ
し
最
後
の
改
訂
本
(
帥
ち
前
訟
の
第
三
版
)

は
、
今
倫
英
米
岡
闘
を
通
じ
需
用
せ
ら
る
れ
ば
な
・
り
、

本
著
は
過
去
四
十
年
仁
一
旦
b
、
著
者
が
日
常
共
衛
生
に
関

係
し
て
、
積
め
る
経
験
を
移
し
く
牧
鋭
す
、

hr
〈
て
統

計
技
術
の
一
案
内
正
し

τよ
h
も
、
事
ゐ
術
生
行
政
正

統
計
を
及
ぼ
し
得
べ
言
行
政
調
査
ご
の
、
諸
重
要
目
的

を
示
す
も
り
正
、
考
へ
ら
晶
、
の
要
ゐ
b
」
ご
、
同
曹
が

人
口
の
統
計
的
附
究
苦
し
て
も
、
侮
b
灘
、
さ
業
践
を
宿

す
こ
E
多
き
に
拘
は
ら
中
、
そ
の
日
?
を
守
ム
リ
、
「
民
文
製

紙
論
」
な
ど
、
棋
は
相
す
る
こ
子
炉
』
避
り
し
は
、
先
づ
奥

錨

統
計
拾
秘
抄

雑

成
し
〈
戚
告
ら
る
。
引
暗
闇
き
新
版
に
う
き
C
は
回

f
、

「
予
以
全
編
を
渇

ι、
英
園
生
死
統
計

ω
み
な
ら
争
、
米

国

ωAー
を
も
利
用
せ
ん
戸
努
め
た
り
、
こ
は
一
つ
は
精

確
な
る
統
計
の
編
纂
上
、
叉
そ
の
皐
問
的
勝
用
上
、
米

閣
に
一
市
さ
れ
た
る
大
進
歩
仁
鑑
み
た
る
も
の
な
る
も
、

別
に
又
本
沓

ω
一
新
版
を
望
む
の
切
街
、
米
人
よ
b
後

せ
ら
れ
た
る
こ
ど
を
そ
の
理
由
正
す
」
正
、
貨
に
北
米

合
衆
国
は
人
目
静
態
梢
査

ω
事
践
に
就
き
て
は
、
成
T

ゐ

峡
洲
諸
闘
に
比
し
誇
る
べ
き
も
の
を
宿
す
ご
雄
も
、
人

口
動
態
統
計
由
来
不
備
な
h
し
こ
ピ
は
、
著
名
な
る
事

貨
な
り
、
(
印
同
国
O
Z誌
の
事
ロ
が

EHEm-司
E
M
市
に
て
、
統

計
々
監
の
表
面
上
、
岡
市
列
亡
動
そ
の
出
生
般
に
超
過
守
る
の
、
一
事

貨
に
遭
遇
し
て
、
そ
の
内
怖
を
制
資
せ
る
制
的
に
つ
き
亡
山
興
味
あ
る
叙

事
と
し
て
は
、
同
氏
者
自
P
E
E
S
-
3
3
句
出
品
品
世
間
)
此
貼
に
つ

き
念
の
た
め
前
記

t出
弓

-02
毛
色
了
]
U

「
【
凶
)
の
読
〈

所
を
引
か
ん
か
、
日
〈
「
米
副
は
生
死
統
計
的
記
鍬
仁

就
き
、
他
山
り
論
文
明
幽
に
比
し
遥
か
じ
劣
れ
・
旬
、
印
も

同
闘
に
は
出
生
一
兆
山
に
闘
す
る
会
同
統
一
の
整
締
制
度

な
(
、
ス
世
間
聞
に
一
旦
る
之
が
完
全
な
る
記
録
な
L
・
こ
は

米
国
凶
行
政
が
分
機
的
形
般
に
よ

b
、
か
、
る
行
政
事

第
二
寸
三
容

(
錦
五
税

八↑一一七
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雑

主主

統
計
蛤
秘
抄

第
一
・
1
三
谷

へ
品
五
腕

一
一
ニ
ム
ハ
)

λ

ュ
λ

務

ω蕗
理
を
、
州
又
は
地
方
自
前
贈
り
任
務
4
し

、

聯

ら

れ

5
る
間
は
、
金
岡
山
り
生
死
統
計
4

ピ
し
て
該
括
又
精

邦
り
任
務
ご
せ

F
る
に
山
戒
す
、
き
れ
ば
そ
的
記
録
は
磁
の
制
に
於

τ、
高
践
に
立
た
[
む
る
を
得
3
ら
ん
」

凶
内
議
地
方
い
よ
h
甚
し
き
不
同
ゐ
'
り
、
古
き
諸
川
中
一
正
、
此

4
怖
を
心
し
て
前
記

H
A
m
s
-
H
O
一E
。

ω一
百
仁
劃

一
郎
り
も
り
似
令
ば

V
F
E
R
E
2
3
及
封
。
ご
向
日
々
一
せ
ん
か
、
昧
ふ
〈
き
意
味
延
仁
深
長
な
む
を
崎
え
ん
。

の
如
き
は
、
数
卜
年
前
迄
遡
b
工
、
司
な
ら
精
確
な
る
一
而
[
一
1
諸
材
料

ω取
扱
ひ
振
り
に
つ

3
著
者
は
日
〈
、

記
録
士
有
す
る
も
ョ
四
郎
巾
部
川
り
請
州
小
に
は
‘
全
〈
一
「
著
書
的
一
般
考
案
は
、
多
(
向
盟
百
比
さ
れ
た
る
所
信

L
、

そ
の
記
録
台
快
〈
も

ω
ゐ
b
、
成
は
そ

ω
記
録
企
〈
不
一
読
旭
川
の
統
計
的
州
山
内
九
一
伐
に
説
及
は
ず
守
』
ご
を
、
一
切

完
全
に

L
Z
川
を
伊
さ
す
ピ
す
べ
き
も
め
も
あ
り
、
現
一
泣
く
る
こ
己
飽
は
y
c
b
[
も
、
予
は
統
計
法

ω
一
致
科

に
一
九
一

O
年

ω七
ン
サ
ー
に
際

L
、
死
i

じ
己
記
鋭
一
小
一
出
ピ
市
せ
る
者
に
非
す
、
さ
は
い
戸
統
計
川
干
の
指
数
科
書

精
確
に
流
れ
ず
、
之
を
公
け
に
し
て
も
差
支
な

L
正
せ
一
に
親
災

L
、
之
を
研
究

4
ぺ
き

-
t乙
は
限
定
日
ら
る
、

ら
れ
た
る
記
録
地
域
は
、
国
間
内
全
人
口
の
五
八
%
を
合
一
か

t
て
第
二
編

ω諸
ヰ
を
除
け
る
処
除
に

J
h
て
は
、

め
る

ωみ
、
こ
の
悲
間
企
寛
大
に
川
町
l
、
な
ば
、
方
ヨ
手
一
諸

H
法
を
取
扱
ふ
も
、
随
時
現

u
れ
求
。
Q

4
汁
脳

H
に
服

落
ち
の
得
ピ
な
さ
れ
件
ぺ
き
も
i

今
世
旬
、
水
〈
そ
山
氏

J

y

一
川
3
れ
!
も

ω
ι
L一
し
然
り
」
ご
、
之
7
2
?
r
-
的
叙
説
的
貨

切
ピ
約
付
な
ば
・
一
凶
持
込
す
る
の
外
な
が
ら
ん
、
施
一
際
に
つ
き
し
祭

7
Qに
、
統
計
法
に
闘
す
る
所
説
ご
し

政
M
M
も
宜
し
き
を
得
た
り
己
す
べ
き
・
米
凶
諸
郁
市

ω-
一一

τも
、
砧
削
減
克
〈
肯
紫
を
穿
ち
て
、
一
山
怖
い
件
門
事
者

ω品

保
仙
術
生
統
計
也
、
川
町
山
州
諸
叩
州
市
山
公
刊
生
死
統
計
一
を
燃
す
ご
、
詳
し
得

r
J
d
J
A
L
川
仰
さ
に
非
ム
ペ

E
t叫

設
、
似
合
μ
獅
遜
技
能

ω統
計
に
比

L
遥
か
に
劣
れ
一
体
二
二
笹
川
凶
同
一
社
下
車
問
)
然
;
一
設
斯
く
の
知
人

h
、
現
在
情
設
こ
な
れ
る
北
米
合
糸
闘
の
め
P
5
回
C
円

O
E
-
-高
風
具
に
欣
慕
す
ぺ
き
に
非
宇

btKMLAM一
一
削
に
机
川
す

は
、
足
年
仁
王
ち
盆
々
そ
の
事
防
士
山
中
げ
、
ヲ
仁
川
り
報
告
ベ
き
北
明
円
節
=
匝
に
よ
り
て
も
納
め
て
附
甲
に
川
設
は
る
正
雌
も
、

は
附
闇
値
仁
宮
め
る
も
、
集
棋
的
公
共
衛
生
行
政
確
立
せ
之
を
新
版
自
分
に
比
す
る
に
粉
机
築
制
同
一
に
談
ず
る
を
作
ず
、
故
に
方

一一、~叫



法
論
止
雑
纂
と
叫
什
一
る
一

M
制
収
燥
の
浦
半
組
名
丈
け
を
そ
山
他
紹
介
せ

ん
か
、
そ
は
協
同
一
一
一
恥
口
出
品
門
戸
F
E
Z
-
n
。「巴
E
戸
E
P弓正一戸内
E
R凶

部川い刊日
A
J
「-昂印訂作百円
H2日
出

Z
彦
司
え
の
戸
-
3
2
0
コ
部
川
五
指
口
。
叶
午
一

ο
7
E
。
ロ
「
百
戸
出
2

2
日
。
「
叶
戸
2
0
3
H
D
P
5
ロロロ明

C
P
部
川
六
章
一

叶
z
z
。『
]
1
7

品
目
己
自
己
云

2z-
阿部門
F
O

日
3
・
第
山
!
な
同
ぬ
h

耳切白一

2
5
c
o
ロ
C

司
ロ
己
μ

『
可
叶
ロ
σ目。
ω

詞
ロ
ι
0
2
官
官
部
凶
八
及
凶
九
常

叶
F
O
O
B
H
V
E
n
目
4
日目己一門戸。ロ

om
印宮内
EHnω
体
制
。
布
。
弔
口
己
一

回
OHU
耳
目
印
P
E
Z
J一【
E
-
n
o
m
が
一
山
一
羽
田
目
立
己
目
白
戸
『
ム
L
7
2
2
よ
り
一

成
る
)
向
統
計
山
中
に
闘
し
著
者
山
憐
け
る
見
加
を
、
簡
略

に
窺
ふ
の
一
万
悦
ピ
し

τ、
以
下
一
刷
版
縞
諭
中
(
阿
古
一

九
|
一
一
一
息
の
所
説
セ
認
載
し
お
〈
こ
己
、
せ
ん
。
一

生
死
統
計
諭
は
成
ら

t
は
、
統
計
卒
中
山
歪
要
部
門
一

を
な
す
・
作
北
側
を
な
せ
る
人
を
取
扱
へ
ば
な
れ
リ
、
品
、
は

ヨ
イ
プ
、

l

l

i

:

一

諸
此
合
及
論
凶
民
の
生
命
史
に
一
通
用
さ
れ
た
品
、
計
数
一

ω組
中
間
な
り
(
人
日
記
す
以
て
、
綜
合
器
と
し
て
山
耐
骨
内
一
生
死
統
計
一
諭

ω範
聞
に
つ
き

τは
、
立
見
に
た
め
一

生
物
山
中
な
り
と
せ
る
、
大
家
間
一
E
O
E
ロ
心
批
判
を
組
起
せ
と
以
下
一
相
違
ゐ
ら
ん
、
日
恥
も
炭
戸
忠
義
に
よ
れ
ば
、
遺
体
又

ι

の
幾
多
頁
中
、
そ
の
生
命

ω誠
一
帯
相
主
曲
階
段
に
閲
一
環
境
じ
よ

h
、
同
伸
一
緒
さ
れ
た
る
も
の
と
し
て
の
人
仁
闘

し
、
制
令
に
重
要
叫
す
べ
き
統
計
一
品
質
は
、
順
弐
一
不
吉
一
す
る
金
一
例
究
中
、
ぞ
り
附
申
告
盟
主
、
算
術
的
に
絞

れ
ん
、
そ
の
旭
川
は
常
然
三
郎
に
分
た
る
、
考
察
さ
る
一
読
さ
れ
待
べ
き
限

h
は
之
を
包
指
す
.
そ
は
死
じ
を
決

吋
き
材
料
、
ぞ
の
材
料
編
成
の
方
法
、
及
そ
の
材
料
の
定
す
べ

3
諸
依
件
を
も
取
扱
ふ
、
さ
れ
ど
生
命
的
最
終

解
粋
は
之
な

b
、
従
ひ

1
吾
人

ω究
む
べ
き
臨

mu、
事

貨

に

闘

す

る

も

の

ご

Lτ
の
、
依
討
な
る
名
稀
冨
日

雑

録

統
計
扮
聴
抄

一
、
諸
説
時
蒐
作
品
の
た
め
に
必
要
な
る
組
械
、

中
に
は
調
古
川
川
式
文
は
』
日
住
吉

EZω

の
方
訟
の
仕
組
セ
合
む
、

二
、
申
告
此
記
鍬
さ
れ
た
ゐ
山
中
E
M
M

士、

表
L
及
川
肋
析
す
る
た
め
の
諸
方
法
、

そ
0) 

'
h
え

3LM
咋
哨

J
J
E
r
z
 

吟
味

L
、
製

三
、
諸
一
中
山
A
1
T
-
製
山
小
説
、
解
析
す
る

4
1己
仁
よ

b
、
牧

む
べ
き
可
能
ぺ
諸
推
班
、
そ
山
中
に
は
他
り
論
材

料
ご
り
比
較
乞
枠
す
べ
主
諸
原
理
、
及
未
来
に
於

け
る
諸
並
然
り
推
測
を
合
む
。
-
初
版
緒
川
中
に
あ
り

て
は
、
ム
引
の
如
〈
一
ニ
w
悼
と
せ
ず
し
て
二
部
に
分
。
と
L
、
大
世
に

右ニ
A
=一
を
色
村
せ
る
も
の
に
相
叫
す
ぺ
脅
刷
銘
ニ
部
に
て
は
、

札
川
市
に
「
執
特
心
根
羽
よ
り
批
み
と
れ
る
知
凡
」
を
投
(
と
せ
る
の

み
に
て
、
新
版
所
祉
に
比
す
れ
ば
波
乱
寸
た
り
}

第
二
十
三
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錐

雑

統
計
拾
稽
抄

g
-
m
E
F
R
E
を
、
使
用
す
る
こ
子
伊
』
正
嘗

E
す
ぺ
き

も
の
な
し
、
此
脈
ム
ペ
き
用
泌
が
官
磁
の
諸
抑
制
告
中
よ

・9
、
そ
の
跡
を
純
た
ん
一
』
ご
は
省
み
望
ま
し
コ
こ
ご
た

h
、
生
死
統
計
論
は
婚
姻
出
生
必
死
む
に
閥
し
、
叉
幾

多
の
殊
異

er星
す
へ
き
疾
病
、
品
世
死
、
川
山
叫
叶
及
犯
罪
に

刷

t
、
叉
紫
柴
及
貧
困
に
闘
す
、
そ
は
そ
の
生
物
皐
的

方
而
正
枇
品
目
山
中
的
方
面
正
を
有

L
、
そ

ω
二
者
共
に
枇

曾
に
ピ
ち
絶
大
山
り
附
闇
値
め

b
、
本
沓
中
に
論
皆
ら
る
、

諸
旭

U
は
、
主
ご
し
て
公
共
保
仙
及
枇
白
山
申
業
に
営
れ

る
占
唱
の
興
味
を
引
〈
べ
き
所
、
貨
に
品
等

ω人
々

ω重

大
な
る
事
業
に
、
神
補
す
る
所
あ
ら
ん
ご
す
る
り
希
同
法

に
山
っ
、
(
而
も
亦
此
当
面
山
附
先
上
、
吋

P
E
D
の
流
れ
を
批
み
、

向
母
艦
船
を
肱
川
せ
ん
と
し
て
、
近
車
白
英
凶
に
鼎
見
越
せ
る
硝
特
山
相
凪

に
就
き
て
は
、
山
中
る
敬
誌
の
趨
慌
を
一
軍
L
ワ
弘
、
別
に
aM
首
中
に
明
同
せ

る
所
あ
る
を
以
て
、
以
下
之
を
即
日
山
崎
ん
か
)
一
研
先
旭
日
ご
し

て

ω生
死
統
計
論
は
、
一
人
八
九
年
来
大
に
馳
低
迷
し
た

b
、
特
に
生
物
山
中
的
諸
問
題
附
究
上
、
一
一
般
的
珊
街
な
る

政
事
的
研
究
手
紙
を
抹
川
可
る
に
至
れ
る
ニ
正
は
、
問
中

問
上
的
重
大
な
る
一
進
歩
を
表
現
せ
る
も
的
な
み
リ
古
都

も
、
た
め
に
幾
多
の
街
生
略
者
を
廊
h
J
、
そ
の
地
方
の

第

十
= 
巻

(
第
五
雄
一
三
凡
)

λ
四
O

統
計
そ
の
他
の
諸
統
計
に
闘
す
る
開
先
を
榔
た
し
め
、

か
〈
て
そ
の
研
究
が
数
理
を
利
用
す
べ
き
、
高
術
な
る

一
生
物
測
定
準
的
研
究
法
に
は
よ
速
か
る
べ
き
も
、
質
際
的

一
に
し
E
賞
用
に
官
h
u

べ
き
こ
ど
を
忘
れ

L
む
る
に
歪
れ

・9
、
高
等
な
る
数
削
学
的
研
究
を
積
む
は
、
限
ら
れ
た
る

少
数
者
に
委
ぬ
べ
主
、
重
大
任
務
た
る

ω欣
刈
を
紛
(

る
の
外
な
き
所
な
る
が
、
本
吉
は
か
、
る
研
究
に
嘗
る

の
素
養
な
言
、
人
々
の
用
に
供
せ
ん
と
す
、
市
南
よ
'
り
か

、
る
方
法
に
つ
き

τも
多
少
は
、
蚊
拙
叩

ω説
明
を
了
解

!
易
か
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、
簡
哨
・
仁
指
摘
ゼ
る
所
あ

る
も
、
統
計
問
中
の
此
郎
両
全
一
日
府
間
関
せ
ん
ご
す
る
者

は
、
専
門

ω諸
放
科
書
に
就
き
之
を
究
h
U

る

の

要

ゐ

，。JO

一日旬。一一

，
一
民
文
て
ふ
名
目
は
・
日
返
似
的
に
は
品
川
川
義

ω生
死
統

計
論
ピ
、
同
義
に
使
用
せ
ら
る
、

353-oは
幾
分
か
料
、
き

意
義
に
よ
れ
る
民
文
は
、
生
托
統
計
諭
L
L

同
義
に
佐
川
せ
ら
る
と
説
書
、

之
と
同
禄
な
る
主
棋
を
な
せ
る
も
、
理
由
主
て
方
幾
分
か
制
劣
た
り
)

而
し
て
同
名
和
は
特
例
記
耕
向
日

2
0一四
E
l
H
に
樹
立

せ
る
も

ωピ
L
1
、
計
数
的
に
表
明
さ
れ
た
る
合
衆
的

経
験
を
一
不
し
、
前
者
は
文
字
通

h
に
は
、
軍
一
な
る
事



項
の
一
一
府
込
入
h
た
る
田
川
宛
を
意
成
す
、
唯
普
通

ω用
一
間
半
阿
古
し
て
統
計
事
ゐ
h
z
す
べ
き
炉
、
又
は
一

訟
に
よ
れ
ば
、
一
特
殊
題
目

ω民
交
的
研
究
を
、
示
す
統
計
桧
ゐ
h
t
す
べ
き
仰
に
つ
き
、
幾
多
の
越
作
を
見

た
め
仁
も
亦
使
用
せ
ら
る
、
而
し
て
民
文
的
研
究
じ
よ
一
た
b
、
嘗
を
得
允
る
鮎
仁
勝
れ

b
t
す
べ
き
所
仁
よ
れ

る
よ
h
も
、
寧
ろ
特
例
記
事
誌
に
よ
り
、
一
騎
有
盆
な
一
ば
、
統
計
は
研
究
の
一
周
共
秘
古
る
、
の
外
な
(
、
そ

る
結
巣
を
翠
げ
得
正
す
ぺ
き
、
若
干
の
萌
情
に
つ
き
し
一
は
極
め
て
有
盆
な
る
も
、
重
大
な
る
削
行
制
限
を
有
す

は
後
に
論
ず
る
所
ゐ
る
ぺ

L
、
(
五
三
三
品
に

ιESHE-
一
正
す
ぺ
し
、
そ
は
諸
国
平
位
よ
ち
恒
別
せ
る
も
の
ご

L
τ

E
品
空
間
己
目
。
ロ
て
ふ
名
目
を
掲
げ
、
結
核
に
例
を
掛
り
て
詑
叫
せ
と
一

ω、
間
半
佼

ω詩
集
同
測
定
の
た
め
に
、
採
用
さ
れ
得
ぺ

戸
恩
o
n
r
が
民
文
を
定
義
せ
る
所
に
よ
れ
ば
.
則
合
一
き
唯
一
の
方
法
な
り
、
山
H
A
ザ
ば
人
内
身
長
及
慨
祉
を
究

骨
組
成
せ
る
人
に
就
言
、
計
駄
に
よ

h
て
表
明
古
れ
得
一
な
る
に
官
三
頼
み
正
す
ぺ
き
所
は
平
均
の
外
に
な

べ
き
も
叫
に
限
h
て
、
之
を
究
U
べ
き
問
中
間
な
り
、
そ
一
し
、
批
合
現
象
、
経
憐
現
象
及
生
物
問
中
的
現
象
の
研
究

は
ヌ
生
死
一
統
計
論
の
一
定
義
仁
ゐ
1
符
べ
[
、
回
。
乏
の
可
一
上
、
科
問
中
的
資
験
行
は
れ
品
珠
山
る
際
、
又
悶
川
市
関
係
複

数
授
説
げ
る
が
如
〈
、
統
計
事
的
過
設
な
る
職
分
は
、
一
雑
に
し
て
、
大
部
分
は
腿
々
不
祥
な
る
に
常
ム
リ
、
就
計

制
人
の
経
験
を
蹴
「
る
に
ゐ
h
、
そ
は
抽
・
均
の
中
間
は
十
日
法
は
襲
用
さ
れ
得
べ
話
、
唯
一
の
研
究
訟
な
h
o

b
o

一
統
計
法
は
自
然
科
州
出
干
の
叫
引
先
に
あ

h
τ
は
、
毛
の
臆

生
死
統
計
論
の
目
的
は
、
一
般
統
計
準
の
目
的
同
一
周
範
国
等
ゐ
制
限
せ
ら
る
.
蓋
し
そ
の
研
究
上
質
験
を

品
川
、
学
問
的
た
る
ご
共
に
賞
用
的
な
り
聞
宇
問
的
に
は
諸
一
行
ひ
、
幾
多
可
制
斑

ω事
例
も
そ
の
結
論
中
に
局
限
さ
れ

事
貨
を
確
が
め
又
分
類
L
、
山
り
て
諸
原
同
州
究
へ

ω
一
得
ぺ
〈
、
確
賞
な
る
推
理
は
数
事
質
を
土
中
盤
正
し
て
下

途
を
胤
清

L
、
賞
用
的
に
は
弊
害
ゐ
る
諸
山
肌
況
、
及
そ
一
き
れ
待
べ
け
れ
ば
な
り
、
自
然
科
平
に
於
り
る
諸
事
賓

の
根
源
に
閲
す
る
剣
誠
を
股
め
、
白
b
て
之
が
改
良
又
に
つ
き
て
は
、
精
機
測
定
の
結
果
を
事
げ
得
べ
〈
、
か

は
除
去
仁
志
す
じ
あ

h

o

(

τ

単
一

ω原
因
よ
り
、
軍
一
の
結
果
を
論
断
し
得
べ

鵠
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雑

主張

主
b
n
利
山
川
叫
山
統
計
的
川
先

L
、
然
る
に
消
刷
作
現
象
に
あ
り
工
は
、
之
ご
同
ば
な

る
日
H
叫
川
仙
川
は
、
川
市
都
庁
出
川
叩
き
に
ル
ド
グ
の
'dι
司

j
l
!
t
i
-
-
'
i
t
-
-
i
 

E
r
が
耐
ゆ
る
如
仁
川
げ
統
計
バ
者
は
物
理
小
お
り

如
〈
、
論
附
却
を
山
吹
く
切
り
雌

l
、
hr
〈

τ
一
一
川
怖
に
よ

i
-
:
、

l
一

l
h
i
-
f
i
i
i
l

る
が
川
本
を
ヰ
仁

1
Jしゅ
μ
仁
!
判
る
力
如
く
な
る

出b
i
ι
ヘ
川
、
f
宛
刊
戸
川
市
川
叶
也
よ
、
札
出
b
M
氷
に
よ
b

i
l
-
-
1
1
i
t
e
t
t
l
l
i
l
i
-
-

和
却
川
ヒ
戸
川
市
川
百
二
土
[
、
在
十
一
一
明
離
な
h
o
y
=
ヨP
F

4
3
J
L
』

I
I
I
l
i
-
-
1
1
1
1

。
門
ニ
片
目
。
，
己
印
u
c
m門
}n己
目
。
ロ
ロ
コ
司
寸
。
-
「
v
f
-

司
F
F
Z
H

ぺ

:
ー
、
，

l
l
:
・
1
1
l
j
;
l
!
J
-
z正

i
'
c
a

u
相
副
u
l
N刊
U

J

斗
U
U
辿
UJN刊
-
込
山
叩
在
刷
む

る
じ
め
b
、
百
れ
V

一州向

Hmに
め
り
て
は
-v
北
町
山
初
治

以
、
定
以
山
相
注
仁
比
[
τ

肘
最
前
官
な
ら
、
か
〈

τ

統
計
仁
あ

h
t
u相
川
性
な
る
山
中
川
引
が
、
川
一
性
己
[
一

て
取
扱
は
る
、
古

-~τ
と
な
り
U
却
1
0
一
見
仁
向
考
ふ
べ
き

一
鮎
は
、
統
計
的
根
川
が
佐
川
又
は
平
均
に
つ
き
て
は
一

泊
切
な
る
も
、
制
別
に
つ
き
て
は
然
ら

3
る
こ
ど
な
一

力
、
刷
h

刊
現
象
凶
揃
山
山
佐
川
慨
に
泊
川
さ
れ
し
も
的
ピ
一

L
て
は
仙
川
及
紛
凶
仁
よ
り
左
布
ぜ
ら
品
、
さ
れ
ど
大
…

が
ピ

L
て
は
著
[
き
科
皮

ω祥
一

を

示

す

。

一

以
上
説

υ
る
が
如
、
当
日
統
副
肱
川
上
り
諸
制
限
は
、
銘

記
苫
品
、
山
梨
あ
り
、
そ
仙
限
界
内
仁
於
て
統
計
は
、

(
h
J

中
“
脱

却
一

l
一二谷

枇
件
上
、
階
事
上
(
休
刊
一
川
中
同
宮
内
町
目
立
右
足
上
止
命
む
J

内
議
川
町
同
じ
、
光
明
を
服
!
件
べ
く
、
そ
の
以
上
に
生

物
情
的
制
先
的
前
方
耐
を
お
似
せ
[
的
、
叉
か
、
品
研

山λ
仁
於

υる
似
然
又
は
封
峨
り
、
決
訟
を
矯
め
す
的
制

品
川
心
り
。
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